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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1

（３）学会発表

1 単著
日本小児看護学会第27
回学術集会、京都

田村佳士枝 2017.7

2 共著
日本小児看護学会第27
回学術集会、京都

〇岡崎智美、櫻井育
穂、株﨑雅子、近藤
美和子、長場美紀、
久保良子、黒田京
子、添田啓子、田村
佳士枝他

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2015.4～2018.3

2 2016.4～2019.3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.1

2 2017.4

（２）演習

1 2018.1～2018.2

2 2017.4～2017.8

3 2017.4～5

（３）実習

該当なし

小児看護学

修士（看護学）

1987年聖路加看護大学看護学科、　2001年聖路加看護大学修士課程

1994年千葉県立衛生短期大学講師、2003年聖路加看護大学助手、2005年埼玉県立大学保健医療福祉学
部講師

日本看護科学学会、日本小児看護学会、日本小児保健学会、日本看護教育学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

骨延長術を受けることを意思決定した子
どもの看護援助ｰ看護師が認識する子ど
もの意思決定と術後の取り組みｰ

該当なし

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C)

骨延長術を受けることを意思決定した子どもの
看護援助（研究代表者）

オレムセルフケア不足理論を取り入れた
看護実践の変化～記録監査の結果から
～

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C)

小児看護学Ⅱ
2年次生を対象に、小児期における周手術期の看護について、講義
を行った。動画や教材を用いて、子どもとその家族の看護がイメージ
つくように工夫を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

小児看護学Ⅳ
小児看護学ⅢPBLテュートリアルで展開した事例を用いて、全体像・
看護の必要性、方向性について共有し、対象にあった看護技術の工
夫が図れるように導入を行った。

親のケア能力・子どものセルフケア能六獲得を
支援する看護師の教育指導力の発展（研究分
担者）

小児看護学Ⅲ
2年次生を対象に、３GのPBLテュートリアルの演習を担当した。グ
ループの進行に合わせて、適宜問いかけを行い、自己学習や問題
解決が進むように支援を行った。

小児看護学Ⅳ

3年次生を対象に、急性感染症事例を用いて小児看護特有の技術
について、学内実習、技術練習、技術テストを行い、実習前の技術
習得を支援した。ロールプレイを活用して、事例の状況に合わせた
看護についてグループで検討できるように工夫した。

子どもと家族のヘルスプロモーション
県内の小児専門病院への見学・インタビューを担当した。学生には、
事前学習、インタビュー内容の検討、現場での見学・インタビューを
通してとりまとめや発表の指導を行った。



1 2017.8～2017.12

2 2017.1

（４）論文指導

1 2017.4～2018.1

（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
日本小児看護学
会

2017.7.24

2 埼玉県青少年課 2017.9.23

3

埼玉県立小児医
療センター看護部
/埼玉県立大学小
児看護学領域

2017.6～2018.2

4 埼玉県立大学 2017.5.29～12.11

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

埼玉県立大学専門職公開講座 臨床家のための看護研究セミナー

埼玉県立小児医療センターオレム推進連
絡会

オレム推進連絡会議
看護過程研修会
全体ワークショップ

埼玉県夢のかけ橋事業 「看護師を目指そう！」

IPW実習
総合病院におけるIPW実習の調整および学生の主体的な学びを支
援した。

小児看護学実習

3年次生24名を5クール10週間にわたって、専門病院と総合病院にお
いて実習指導を行った。子どもと家族の個別性に沿った計画立案・
実施、評価について、指導者と連携を図り、学びを深めることができ
た。

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

看護学科 カリキュラム運営・検討会議　（カリキュラム2012の評価・新カリキュラム検討）

卒業研究
3名の学生を担当し、各研究テーマに沿って計画書作成、倫理審査
申請、データ収集、分析、論文作成、発表の指導に関わった。

該当なし

日本小児看護学会第26回学術集会テー
マセッション

2016こどもセルフケアカンファレンス－こどもの
力を引き出す看護を創り出そうー


